
「
未
来
を
支
え
る
税
金
」

長
洲
中
学
校
三
年

瀬
﨑

　
祐
希

　「
税
金
は
高
い
、
年
金
は
少
な
い
。
制
度
は

複
雑
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。」
今
ま
で
私
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
租
税
教
室
で
、

所
得
税
や
住
民
税
、
消
費
税
等
の
税
金
や
年
金
、

医
療
、
雇
用
、
介
護
等
の
社
会
保
障
は
、
私
達

の
生
活
に
直
接
関
わ
る
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
社
会
保
障
に
つ
い
て
ど
ん
な
し
く

み
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
私
達
が
生
き
る
必
要
最
低
限
の
生
活
を
保

障
し
て
く
れ
る
の
が
社
会
保
障
制
度
で
す
。
今

の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
て
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
年
金
、
医
療
、
介

護
等
の
給
付
額
は
大
幅
に
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
社
会
保

障
を
支
え
る
働
き
手
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
社
会
保
障
の
給
付
額
が
社
会
保
険
料

を
大
幅
に
上
回
っ
て
、
国
の
財
政
も
赤
字
だ
ら

け
で
す
。
赤
字
に
な
っ
た
原
因
を
調
べ
て
み
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
介
護

保
険
制
度
」
と
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ

た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
財
源
は
、
公
費
が
五
割
、
現
役
世
代
か
ら

の
支
援
金
が
四
割
、
自
己
負
担
分
が
原
則
一
割

を
負
担
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
増
大
す
る

高
齢
者
の
医
療
費
は
日
本
の
大
き
な
社
会
問
題

の
一
つ
で
す
。
し
か
し
高
齢
者
が
病
気
や
ケ
ガ

を
完
治
し
健
康
で
元
気
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
は
当
然
の
権
利
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
の
祖
母
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

が
働
く
こ
と
を
通
し
て
生
き
が
い
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
組
織
で
す
。
祖
母
に
仕
事
内
容
を
聞
い
て

み
る
と
、
主
に
掃
除
、
炊
事
、
洗
濯
が
多
い
そ

う
で
す
。
作
業
目
安
は
一
回
に
三
時
間
か
ら
四

時
間
程
度
で
、
家
庭
の
主
婦
レ
ベ
ル
で
無
理
し

な
い
で
働
い
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
高
齢

者
が
多
い
そ
う
で
す
。
高
齢
者
の
中
に
は
、
人

に
会
う
機
会
が
少
な
い
た
め
「
話
し
相
手
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。
話
し
相
手
の
つ
い
で
に

掃
除
を
し
た
り
料
理
の
作
り
置
き
を
し
た
り
、

日
常
の
生
活
の
中
で
話
し
相
手
が
い
な
く
て
寂

し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
私
は
高
齢
者
に
と
っ
て
寄
り
添
う
優
し
さ

や
、
話
し
か
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
も
っ
と
ご
近
所
の
人
や
家
事
代
行
ス
タ
ッ

フ
と
関
わ
り
を
持
っ
て
、
話
を
す
る
こ
と
で
脳

の
活
性
化
を
促
し
認
知
症
を
防
ぐ
事
が
出
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
人
と
接
す
る
機
会
が
少

な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
新
し
い
話
し
相
手
が
出

来
る
と
い
う
事
は
精
神
面
で
も
と
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
不
安
や
寂
し
さ
を
取
り
除

い
て
生
き
る
楽
し
さ
に
繋
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
や
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
社
会
保
障
制
度
や
財
政
構
造
の
構
築
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
納
税
者
で

あ
る
国
民
一
人
一
人
が
正
し
く
税
金
を
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
「
税
金
」
に
よ
っ

て
様
々
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
税
金
が
様
々
な
面
で

私
達
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
納
税
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す

大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

税の作文作文表文表彰表彰式彰式
　税への関心と理解を深めてもらうため、「税を考える週間実行委員会」が募集した「令和４年度中学生の
税についての作文」表彰式が、11月27日㊐に玉名市で行われ、荒尾・玉名管内からの応募総数1,148点の中
から町内在住の３人が各賞に選ばれました。

<熊本県納税貯蓄組合連合会会長賞>
瀬﨑　祐希さん（長洲中３年）「未来を支える税金」

<長洲町長賞>
田中日菜子さん（長洲中３年）「生活の中の税金」

<長洲町教育長賞>
古庄　颯奈さん（腹栄中３年）「わたしたちの知らない税」

　ここでは、熊本県納税貯蓄組合連合会会長賞に選ばれた
瀬﨑　祐希さんの作文を紹介します。

瀬﨑　祐希さん（大明神） 田中日菜子さん（建浜） 古庄　颯奈さん（古城）
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腹栄中　中尾さん（左）、上田さん（右） 清里小　濱北さん、田上さん、宮里さん（左から２人目、３人目、４人目）

長洲小　諸藤さん、前村さん（左から２人目、３人目）

清里小がボランティア作業
駅を気持ちよく使ってほしい

肥後長洲椿会が長洲小へチェーンソーを寄贈
子どもたちのために

肥後長洲椿会（那須敏会長）は、長洲小
学校（澤田敦校長）へチェーンソーを寄贈しました。
　これは、青少年の健全な育成のために役立ててほ
しいとの思いから、肥後銀行長洲支店のユーザー会
の約40人の有志者から寄贈されたものです。寄贈の
後、中逸町長から感謝状が手渡されました。
　また、チェーンソーを受け取った澤田校長からは、
「校内の樹木の剪定を手作業で行っていたので大変
助かります。今回寄贈いただいたチェーンソーを活
用し、校内の安全な環境づくりに努めていきたいで
す。」と感謝の言葉が述べられました。

チェーンソーを寄贈した那須会長（右から２人目）と東支店長（左から２人目）

/1011 /1411
清里小学校（福山尚美校長）は、ボラン

ティアで長洲駅の清掃をしました。
　これは、同校が毎年実施しているもので、ことし
で34年目の取り組みとなりました。
　この日は、同校の６年生19人が、クモの巣の除去
や窓掃除などを丁寧に行いました。
　子どもたちは、「みんなに駅を気持ちよく使ってほ
しいという気持ちで掃除しています」と話しました。

心を込めて掃除しました

中華民国第53回世界児童画展
７人の児童・生徒が入賞

このほど開催された「中華民国第53回世
界児童画展」において、町内の児童生徒７人が佳作
を受賞し、中逸町長より表彰状が手渡されました。
　この児童画展は、美術作品の交流を通じて世界に
おける若い世代間の相互理解と友情を深めることを
目的に開催されているものです。
　受賞者は以下のとおりです。
腹栄中学校
　２年生　中尾　尊さん　（向野北）
　２年生　上田　海人さん（腹赤新町）

清里小学校
　６年生　濱北　佑斗さん（駅通）
　６年生　田上　桃香さん（梅田）
　６年生　宮里　南月さん（駅通）

長洲小学校
　５年生　諸藤　彩音さん（東荒神）
　５年生　前村ひなのさん（東荒神）
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「ペアレント・プログラム」を開催
子育てをもっと楽しく！

「プレママ・プレパパ教室」を開催しました！
安心して赤ちゃんを迎えるために

はぐくみ館では、出産を控えたプレママ・
プレパパのみなさんを対象にした教室を開催しまし
た。これは、親になるという意識の芽生えや、妊娠
期・産後・子育て期に関する知識を学ぶことを目的と
して実施しており、この日は、はぐくみ館の田中華子
助産師から、妊娠中の生活や子育てをしていく上で役
立つ講話などが行われました。また、赤ちゃん人形を
使ったオムツ交換や沐浴などを体験しました。
　参加者からは、「いい体験が出来た。これから出産す
ることを実感できた。」「上の子との接し方についての
話も聞けて良かった。」といった感想が聞かれました。

沐浴の説明を真剣に聞く参加者の皆さん

/３12
　はぐくみ館では、子育て中の保護者を対象
とした子育て講座（全６回講座）を開催しま
した。
　この講座は、保護者が子どもとの関わり方
を工夫することで楽しく子育てができ、子ど
もの発達へプラスの効果となることを目的と

して毎年開催しています。
　NPO法人スローすてっぷの松岡友美代表を講師に招き、
子どもの行動に注目し、叱らずに褒めることで、できる
部分をもっと伸ばしていくといった前向きな子育てのコ
ツが話されました。参加者からは「自分や子どもを見つ
め直すきっかけになった。」「みんな同じように悩んでい
ると分かり安心した。」などの感想が聞かれました。

講師の話に耳を傾ける参加者の皆さん

長洲町合併65周年記念事業
感動うぉ～キング大会開催

潮風を感じながらの～んびり、干潟満喫

長洲町合併65周年記念事業「国際交流フェスタ」開催
～世界とつながる相互交流の場～

長洲町合併65周年記念事業「国際交流
フェスタ」を開催しました。これは、日本人と外国人
の文化を通じた相互理解を目的に開催したものです。
防災講話では、熊本地震を経験した熊本大学特任助教
のアンドリュー・ミッチェルさんが、外国人が防災訓
練に参加することの必要性や大切さなどを話しました。
　浴衣を着て茶道や書道を体験した人からは、「浴衣
を着れてうれしい」「日本の文化を体験できてよかっ
た」という感想が聞かれたり、べトナムのアオザイを
着ての記念撮影や、韓国のあそびを楽しむ子どもた
ちの様子が見られました。

茶道の文化を体験する参加者たち

/2711 /1311

　荒尾市の「荒尾干潟水鳥・湿地センター」をス
タートし、本町の「金魚と鯉の郷広場」をゴールとす
る「感動うぉ～キング大会」が開催されました。
　この日は、天候にも恵まれ、約100人の参加者が、
有明海の美しい風景や潮風を感じながら荒尾～長洲
間約６kmをウォーキングを楽しみしました。
　参加者からは、「楽しかった」「次回も参加したい」
との声が聞かれました。

多くの参加者で賑わいました！

/10９

/1911

〜
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●
問　

玉
名
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
（
74
）
１
６
１
２

お
買
い
物
の
途
中
に
ス
マ
ホ
に

関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
！

　　

荒
尾
市
の
ゆ
め
タ
ウ
ン
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
に

大
人
気
の
『
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
』
が
や
っ

て
く
る
！
買
い
物
つ
い
で
に
ス
マ
ホ
の
使
い
方

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？
※
各
回
先
着
順
、

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ス
マ
ホ
向
け
の
講
座
で
す
。

午前11時～
正午

午後０時30分～
午後１時30分

午後２時30分～
午後３時30分

午後４時～
午後４時45分

１月11日㊌ 入門 マイナンバー
カードの申請 基礎

個別相談

スマホのこと
ならなんでも

OK

１月18日㊌ 応用 スマホ 入門

１月25日㊌
マイナ
ポイント
の申込方法

応用 基礎

▼
場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

　
　
　
　

お
も
い
や
り
駐
車
場
横
ス
ペ
ー
ス

消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時　

1
月
8
日
㊐　

午
前
９
時
〜

▼
場
所　

腹
赤
小
学
校

▼
内
容　
分
列
行
進
、
玉
落
し
競
技
、
表
彰　
な
ど

※
午
前
７
時
と
９
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
問　

総
務
課　

防
災
交
通

　
　
　

☎
（
78
）
３
１
０
４

線
路
補
修
工
事
に
伴
う
踏
切
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

▼
日
時　

1
月
30
日
㊊　

午
前
9
時
か
ら
午

　
　
　
　

後
4
時
ま
で

▼
場
所　
向
野
踏
切

●
問　
三
軌
建
設
株
式
会
社　
熊
本
支
店

　
　
　
☎
０
９
６-

３
２
２-

３
７
３
３

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
加
入
者
や
共
済
組

合
加
入
者
、
ま
た
は
そ
の
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
は
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
や
在

学
中
の
人
に
対
し
て
は
、
保
険
料
の
納
付
を

免
除
・
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
制
度
な
ど
に
つ
い
て
動
画
で
分

か
り
や
す
く
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
「
国
民
年
金
の
加
入
と
保
険
料

の
ご
案
内
」

h
ttp
s://w

w
w
.n
en
kin
.go
.jp
/

tokusetsu/20kanyu.htm
l4

「
第
13
回
興
亜
歌
の
会

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
」

 

新
春
な
が
す
歌
ま
つ
り

▼
出
演
者　

香
西 

か
お
り
、
我
如
古 

よ
り
子
、
堀
内 

春
菜
、

　
　
　
　
　

宜
保 

和
也
、
仲
村 

奈
月
、
宮
城 

勇
佑

▼
日
時　

令
和
５
年
１
月
15
日
㊐　

　
　
　
　

第
１
部
：
開
場
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

開
演
午
後
１
時

　
　
　
　

第
２
部
：
開
場
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　

開
演
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

な
が
す
未
来
館　

文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

●
問　

興
亜
歌
の
会　

☎
０
９
６
８-

７
８-

６
２
６
８

11月・12月も金魚すくいで長洲町を観光PR！
　11月５日㊏と６日㊐に「崇城大学井芹祭」、13日㊐
に「ゆのまえ漫画フェスタ」、20日㊐に「山太郎祭」、
12月３日㊏に「LIXIL有明祭」で「金魚すくい」を実
施しました。
　どのイベントも長洲町ブースで観光PRを実施する
など、金魚のまち＝ながすをPRすることができまし
た。今後も、様々な事業を通じて、交流を深めていき
ます。

・11月 ５日㊏～６日㊐　井芹祭（熊本市　崇城大学）
・11月13日㊐　　　　  ゆのまえ漫画フェスタ（湯前町）
・11月20日㊐　　　　  山太郎祭（和水町）
・12月 ３日㊏　　　　  LIXIL有明祭

ゆのまえ漫画フェスタでたくさんの人に金魚すくいを楽しんでもらいました
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おしらせ ２０２3年1月号　　　


